
令和７年度 第２回飯田市これからの学校のあり方審議会 グループワーク グループＡ

1

ポイント － 結果共有のための発表から

●｢こどもをまんなか｣の視点と委員のそれぞれの立場・
地域ということも大事な柱に意見交換

●｢保護者・地域｣については、とにかく地域の人口減少
・急激な少子化を危機意識として持つことが必要との
意見が多く出された。

●具体的には、合同保育で一緒にいた園児が小学校で分
かれてしまう課題が、２つの学園にまたがる地域の課
題とも重なり、遠山郷学園だけでなく他の学園でも共
通の悩みとなっていることが確認された。

●遠山郷学園では、まちづくり委員会と学校運営協議会
がひとつになっているが、こどもの教育環境の危機と
いう共通認識があったものと分析した。他の地域では
｢ここがうまくいってないのでは｣との意見も出され、
このことは今後考えていく上で重要な視点であること
が共有された。

●｢市・市教委｣については、｢保護者・地域｣のところで
危機意識が大事としたが、そのために、保護者や地域
に課題を明確に伝えることが大事だという意見が出さ
れた。

●今後、施設の配置について協議をする際には｢通学｣に
関する部分がネックになる可能性があるとの発言も
あった。

●遠山郷学園の取組から、それぞれの地域の課題が見え
てきたとの意見もあった。

第２次答申に向けた論点整理のためのグループワークの結果



令和７年度 第２回飯田市これからの学校のあり方審議会 グループワーク グループＢ

2

ポイント － 結果共有のための発表から

●参考になる点について｢保護者・地域｣の視点からは、
地域が｢こどもまんなか｣を大切にしている点が挙げ
られた。特に｢こどもの教育環境の面から迅速に進め
てほしい｣という保護者の声や未満児を含めこれから
子育てをしていこうとする若い皆さんの声に傾聴する
ことが重要との意見があった。｢市・市教委｣の視点か
らは、市教委も一緒に議論した点は、今後、学校再編
を進めて考えていく上で、とても大切なこととの意見
があった。

●取組の障害となる点･気になる点について｢保護者･地
域｣の取組では、取組を進めていく中で、学校がなく
なってしまうという地域の思いを考えると意見を言い
ずらいとか、責任は誰が取るのかという話題もあり、
実際に取組を進める上での現実的な障害の一つになり
得るとの意見があった。

●また、｢将来が見えてこない｣ことへの不安、どういっ
た時に危機感を持たなければいけないのかわからない
との意見があった。

●その裏返しとなるが、保護者や地域の皆さんが、将来
が見えないことへの不安を感じていることを考慮すれ
ば、市や市教委は、取組の支援として、一定のあるべ
き姿や方針を示すことが大切との意見があった。学校
運営、財政的なことを含め住民では知ることが難しい
情報を含めて、議論を始めるタイミングを提示するこ
とが必要ではないかとの意見が出された。

第２次答申に向けた論点整理のためのグループワークの結果



令和７年度 第２回飯田市これからの学校のあり方審議会 グループワーク グループＣ

3

ポイント － 結果共有のための発表から

●参考になる点として、地域の主体性、分析的思考とその
解決に向けた様々な実践、学校と地域でつくる学びの未
来を考えている点、情報収集力やスピード感、対話と合
意形成を大事にしている点等が挙げられた一方で、地域
の中でも温度差や問題意識の違いがあったり、｢こども
まんなか｣とは言いながら｢自分中心になっている｣部分
も出てきてしまうのではとの意見もあった。

●市教委は、常に課題とミッションを共有しながら、地域
の伴走に徹してくれている点、寄り添う姿勢は大切だと
の意見があった。

●取組の障害になっている点では、地域によって学園構想
や学校のあり方についての問題意識の低さがあること、
地域での議論に際しての仕組みや組織を立ち上げる際の
委員の選出がポイントになるのではとの意見が出された。

●今後このあり方審議会で議論していくこととして、あり
方の検討をする学園の優先順位をどうすれば良いのか、
これまでの審議で明らかにしてきた目的地と道のりを、
どういう乗り物に乗っていくのかというところを議論す
べきとの意見をまとめた。

●遠山郷学園は、１小学校１中学校の施設分離型を選択し
たが、他の学園は、今後の課題であることを考慮すると、
ある程度の選択肢はこの審議会で議論して提案をしてい
くことが大事ではないかとの意見が出された。

第２次答申に向けた論点整理のためのグループワークの結果


